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表紙解説
　将棋と子どもたちを愛する『分水王将会』の皆さんのご指導のもと、今年度もスタートしました。

「子ども将棋教室（分水公民館）」（燕市）



2６月10日㈫　社団懇幹事会　PTA事務局事務所　事務局長出席 ひとくち情報

　

平
成
26
年
度
の
第
２
回
理
事
会

が
６
月
11
日
㈬
新
潟
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
県
大
会
で
表
彰
さ

れ
る
永
年
勤
続
者
表
彰
の
受
賞

対
象
者
の
審
議
が
行
わ
れ
次
の

方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。候補者を慎重審議　理事会

（
敬
称
略
）

　

安
達　

俊
堂
（
出
雲
崎
町
）

　

曽
根　

良
子
（
〃
）

　

竹
本　

幸
子
（
燕
市
）

　

髙
波
三
太
夫
（
三
条
市
）

　

岡
田　

正
子
（
五
泉
市
）

　

土
田　
　

博
（
〃
）

　

五
十
嵐
忠
平
（
〃
）

　

金
山　

昭
英
（
〃
）

　

樋
口　

義
彦
（
〃
）

　

芳
賀　

大
策
（
〃
）

　

熊
倉
恵
巳
子
（
〃
）

　

目
黒　
　

司
（
〃
）

　

神
尾　
　

忠
（
〃
）

　

豊
島　

洋
子
（
〃
）

１　

受
付

　
　

10
：
00
〜
10
：
30

２　

開
会
式

　
　

10
：
30
〜
11
：
00

　
　
　

あ
い
さ
つ

　
　
　

表
彰

３　

記
念
講
演

　
　

11
：
00
〜
12
：
00

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　

プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
理
事
長

　
　
　
　

永
田　

宏
和
様

　
　

 

「�

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、公
民
館
が
で
き
る
こ
と
」

４　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　

12
：
45
〜
13
：
00

　
　
　

 

越
王
太
鼓
保
存
会

５　

事
例
発
表

　
　

13
：
00
〜
15
：
00

　
　
　
　

�

上
越
地
区
・
中
越
地
区
・

下
越
地
区

６　

閉
会
式

　
　

15
：
00
〜
15
：
20

　

閉
会
式
で
は
次
期
開
催
地
へ
の

大
会
旗
の
引
継
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
の
第
66
回
県
大
会
は
下
越

地
区
が
主
管
で
、
大
会
開
催
地
は

聖
籠
町
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
開
催
準
備
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
新
潟
市
と
県
公
連

事
務
局
で
は
大
会
紀
要
作
成
や
参

加
者
の
と
り
ま
と
め
な
ど
最
後
の

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

（
事
務
局
・
田
原
）

す
が
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ
る
模

様
で
す
。
お
知
り
合
い
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場

い
た
だ
き
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
受
賞
要
件
の
う
ち
、

経
歴
通
算
年
数
を
15
年
か
ら
10
年

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
例
年

の
受
賞
者
数
を
大
き
く
超
え
る
受

賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、県
大
会
の
準
備
状

況
の
報
告
、協
議
も
あ
り
ま
し
た
。

　

①�

Ｊ
Ｒ
亀
田
駅
を
利
用
す
る
方

に
つ
い
て
は
申
込
み
状
況
を

み
て
、
駅
か
ら
会
場
ま
で
の

送
迎
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

②�

各
地
区
の
実
践
事
例
発
表
者

が
決
定
。

　
　

上
越
地
区

　
　
　

大
坪　

美
樹

　
　
　
　
　
（
上
越
市
公
民
館
）

　
　

中
越
地
区

　
　
　

間
島
み
よ
子

　
　
　
　
（�

柏
崎
市
北
鯖
石
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
　

下
越
地
区

　
　
　

岸　
　

宗
光

　
　
　
　
（
村
上
市
中
央
公
民
館
）

　

３
人
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区・
公

民
館
等
で
実
践
し
て
い
る
防
災
に

つ
い
て
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
す
。

　

大
会
の
詳
細
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

嶋
田　

吉
富
（
五
泉
市
）

　

林　
　
　

力
（
〃
）

　

高
橋　

サ
チ
（
〃
）

　

畑　
　

重
雄
（
〃
）

　

塚
野　

一
宏
（
〃
）

　

佐
藤　

昇
治
（
見
附
市
）

　

若
杉　

リ
ツ
（
〃
）

　

山
崎　

保
一
（
〃
）

　

南
雲　

京
子
（
〃
）

　

高
橋　

重
慶
（
〃
）

　

浅
井　

和
代
（
魚
沼
市
）

　

松
原　
　

孝
（
〃
）

　

渡
辺　

淳
子
（
新
潟
市
）

　

近
藤　

文
子
（
〃
）

　

岩
崎　

亀
次
（
〃
）

　

丸
山　

信
雄
（
〃
）

　

梅
田　
　

忠
（
〃
）

　

村
山　

清
一
（
〃
）

　

堤　
　

美
幸
（
〃
）

　

羽
鳥　

仁
一
（
長
岡
市
）

　

山
本　

綾
子
（
〃
）

　

阿
部　
　

修
（
加
茂
市
）

　

外
石　

榮
子
（
〃
）

　

間
野
百
合
子
（
〃
）

　

古
川　

政
治
（
〃
）

　

古
川
裕
美
子
（
〃
）

　

今
井　

哲
郎
（
〃
）

　

石
崎　
　

茂
（
〃
）

　

日
岡　

孝
子
（
小
千
谷
市
）

　

以
上
、
43
名
で
す
。
授
与
式
は

県
大
会
の
開
会
式
で
行
わ
れ
、
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
現

在
、
受
賞
者
の
出
席
を
集
約
中
で

第
２
回
理
事
会
開
催　

永
年
勤
続
者
表
彰
受
賞
者
決
ま
る

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月15日発行
いつでも申込み受付中
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3 ひとくち情報 ６月11日㈬　県公連第２回理事会　中央公民館

　

平
成
26
年
４
月
に
南
魚
沼
市

社
会
教
育
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
一
体
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、親
切
な
先
輩
委
員
か
ら「
社

会
教
育
委
員
の
手
引
き
」
と
い

う
資
料
を
い
た
だ
き
読
ん
で
み

る
と
「
今
ま
で
自
分
の
や
っ
て

き
た
活
動
が
役
に
た
つ
の
か

な
」
と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
南
魚
沼
市

家
庭
教
育
支
援
委
員
と
な
り
、

小
学
校
の
中
に
子
ど
も
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
「
だ
ん
ぼ
の

部
屋
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
、

貴
重
な
情
報
を
ゲ
ッ
ト
で
き
ま

す
。
イ
ケ
メ
ン
高
校
生
講
師
の

「
親
子
料
理
教
室
」
お
裁
縫
の

得
意
な
マ
マ
を
講
師
に
「
も
の

作
り
教
室
」
子
ど
も
と
の
関
係

に
困
っ
て
い
る
保
護
者
と
一
緒

に
考
え
「
親
業
講
座
」「
特
別

支
援
教
育
学
習
会
」
等
を
年
間

10
講
座
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
月
１
回
広
報
紙
「
だ

ん
ぼ
ず
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る
と

地
域
の
中
に
素
晴
ら
し
い
人

材
、
活
動
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
「
そ
ん
な
人
た
ち
の
応
援

や
、
お
手
伝
い
が
社
会
教
育
委

員
の
役
割
か
な
？
」
と
感
じ
、

先
輩
委
員
の
方
々
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
社
会
教
育
委
員
　
鈴
木
　
智
子

「地区公民館体制の
改革に思う」

井守五十吉糸魚川地区公民館長

域
づ
く
り
」の
基
盤
で
あ
る
。ま

た
、今
こ
こ
で
社
教
法
と
い
う
公

民
館
活
動
の「
主
軸
」を
外
せ
ば
、

組
織
は
弱
体
化
し
万
屋
の「
館
」に

な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。そ
こ
で
、

自
治
体
と
手
を
組
み
要
望
書
を
提

示
し
て
市
長
交
渉
を
行
っ
た
。

　

結
果
的
に
は
、
公
民
館
と
い
う

名
称
・
社
会
教
育
の
実
施
・
主
管

は
教
育
委
員
会
と
い
う
制
度
は
従

来
通
り
に
な
っ
た
が
、
社
教
法
か

ら
の
離
脱
・
職
員
の
削
減
・
雇
用

の
民
間
化
・
給
与
の
激
減
は
阻
止

で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
他
地
域
で
も
別
な
要
望

が
あ
り
、
検
討
期
間
後
三
年
の
移

行
期
間
を
設
け
た
が
、
い
ま
だ
に

完
全
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
糸
魚
川
市
の
中
央
公
民

館
は
社
教
法
の
範
疇
に
あ
る
が
、

「
館
」
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
、
中
央
と
地
区
の
公
民

館
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
か
心
配

は
絶
え
な
い
。

　

旧
糸
魚
川
市・
能
生
町・
青
海
町

の
地
区
公
民
館
で
は
、・
主
事
を

置
き
活
動
を
し
て
い
る
地
域
・
区

長
等
が
鍵
を
預
か
り
集
会
的
活
動

を
し
て
い
る
地
域
・
行
政
が
計
画

を
立
て
出
前
方
式
で
活
動
し
て
い

る
地
域
が
あ
り
、組
織
体
制
と
活

動
内
容
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、平
成
十
七
年
の
合
併

時
に
統
一
し
た
見
解
が
出
せ
な
く
、

五
年
間
の
検
討
期
間
を
設
け
た
。

　

行
政
当
局
は
、
出
先
機
関
的
業

務
を
行
わ
せ
易
く
す
る
た
め
か
、

住
民
の
自
主
と
地
域
づ
く
り
を
名

目
に
「
協
働
館
」
と
改
名
し
、
首

長
部
局
に
主
管
を
移
行
す
る
計
画

を
発
表
し
た
。
そ
こ
に
は
、・
社

教
法
か
ら
離
脱
・
職
員
の
身
分
の

降
格
と
給
与
の
激
減
が
あ
っ
た
。

　

本
来
の
公
民
館
活
動
を
行
っ
て

き
た
糸
魚
川
地
域
で
は
、
社
教
法

に
準
拠
し
た
公
民
館
で
も
主
体
的

に
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ
て

活
動
で
き
る
。「
人
づ
く
り
」は「
地

「
社
会
教
育
委
員
に
な
っ
て
」

本紙編集委員会開催
　今年度の第１回公民館月報編集委員会
が開催されます。
　日時　平成26年７月24日㈭　13：30〜
　会場　新潟市中央公民館
　今年度の編集委員は次のとおりです。
　　大坪　美樹（上越市立公民館）
　　長谷川明寿（県生涯学習推進センター）
　　長谷川健康（三条市中央公民館）
　　佐藤　　亨（出雲崎町中央公民館）
　　渡辺佳津志（聖籠町公民館）
　　船山　靖子（新潟市中央公民館）
　　吉田英津子（新潟市白根地区公民館）
　　田原　　理（県公連）

昨年度第２回編集委員会の様子

№737（第３種郵便物認可） 	 平成26年７月15日 



4６月19日㈭　新潟市中央公民館運営審議会　中央公民館　事務局長出席 ひとくち情報

　事例発表者：鳥取県醇風地区公民館長� 米谷信夫氏
　　　　　　　鳥取県佐治地区公民館長� 奥田哲実氏
　指導助言者：平石銀座メディカルクリニック院長
� 平石貴久氏
第５分科会「伝統・文化を継承する公民館」
� 熊谷文化創造館さくらめいと
　「ふるさとの思いを伝承する地域づくり」
　事例発表者：富岡市教育部生涯学習課� 石井　明氏
　　　　　　　富岡市教育部生涯学習課� 茂木秀明氏
　指導助言者：國學院大學兼任講師　板橋晴夫氏

第３分科会場　行田市みらい

第２、第４分科会場行田市商工センター

　埼玉県公連（関ブロ公連）会長の野口信夫氏は、
大会の開催趣旨について次のように述べています。

　全国の公民館は、地域住民のために様々な困難
を乗り越え、教育、文化の向上をはじめ、社会福
祉の増進、生活文化の振興等に取り組んで参りま
した。しかしながら、現代社会の急激な変化にあっ
て、公民館数は年々減少しています。また、最近
の公民館は地域とのかかわりあいが減少している
傾向があります。こうした社会の変容と地域住民
の生活構造の変化に対し、「公民館のあるべき姿」
を考える時期を迎えております。
　社会教育の中核をになう公民館は、いつの世も
人と人がむすび、つながり、広がることができる
場として、重要な役割を果たしていかなければな
りません。
　また、将来を担う子どもたちや住民の声に耳を

傾け、地域を主体とした地域づくりの機運を高め
ていく役割も期待されています。
　公民館には、多様な学習活動を通じて、地域住
民の自立に向けた意識（自助）を高めるとともに、
学習活動の成果を地域づくり（共助）に結び付け
ていく力があります。住民の熱心な取り組みと協
働し、現代社会の要請に応えることができる公民
館として日本一暑いまちからあつい思いを発信し
ます。

　県内各市町村（中央公民館）に大会開催パンフ
レットと申込み用紙一式が送付されました。新潟
県では参加者を当連合会事務局がとりまとめ、一
括して参加申込みをします。
　県公連への締めきりは平成26年８月１日㈮です。
　参加費も一括で取りまとめます。県公連の指定
口座に振り込んでください。
　参加の取消は８月29日㈮です。これ以後は参加
費の返還がありませんのでご注意ください。
　申込み後、９月中旬に、「参加券」「領収書」が
当該市町村に送付されます。
　昨年は関ブロ新潟県大会で埼玉県から多数の参
加を得ました。近県ですので昨年の返礼の意味を
込めて是非多数の参加をお願いいたします。

問い合わせ
新潟県公民館連合会
� （事務局 田原　理　島津和子）
　〒950-2004　新潟市西区平島1301番地
　　　　　　　中野プラザ107
　TEL，FAX ：025-266-7711
　E-mail：ni-koren@juno.ocn.ne.jp

第36回全国公民館研究集会in
� 埼玉県実行委員会事務局
　〒361-0032　埼玉県行田市佐間3-24-7
　　　　　　　行田市教育文化センターみらい内
　　　　　　　埼玉県公民館連絡協議会
　TEL：048-552-0291
　FAX：048-553-5760
　E-mail：saikoukyo2@tvg.ne.jp

＊参加、宿泊等取りまとめ旅行業者
　トップツアー㈱さいたま支店
� 「第36回全国公民館研究集会in埼玉」係
　　〒330-0854　さいたま市大宮区桜木町4-25
　　　　　　　　ユニオンビルディング6F
　　TEL：048-640-1009
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特
集

　今年の関東甲信越静公民館研究大会は全国公民
館研究集会と兼ねて埼玉県で開催されます。すで
に月報５月号のトピックスでとりあげましたが、
このたび正式に開催要項と申込み用紙が埼玉県事
務局から送付されてきましたので再度詳細を「特
集」として掲載します。開催概要と日程の詳細は
次のとおりです。
　大会テーマ「公民館よ　あつくなれ！」
　〜時代の変化に対応し、
� 地域との連携を深める公民館をめざして〜
１　主催
　全国公民館連合会　関東甲信越静公民館連絡協
議会　埼玉県公民館連絡協議会
２　後援
　文部科学省　埼玉県　関東甲信越静地区県教育
委員会　他
３　参加対象者
　公民館関係者　他市民等
４　日程
　〈第１日〉平成26年10月16日㈭
　　　　　 全体会　埼玉県熊谷会館
　　10：30〜11：00　関ブロ大会受付
　　11：00〜11：40　�第55回関東甲信越静公民館

研究大会
　　11：40〜12：40　全国大会受付
　　12：40〜12：50　オープニング
　　12：50〜13：40　開会行事
　　13：45〜14：25　文部科学省説明
　　14：30〜15：00　アトラクション
　　　　　　　　　　�埼玉県指定無形民族文化財

小鹿野歌舞伎
　　15：15〜16：45　記念講演
　　　　　　　　　　�作家　森村誠一氏
　　　　　　　　　　〜実りある人生の実りとは〜
　　16：45〜16：55　閉会行事
　〈第２日〉平成26年10月17日㈮
　　　　　 分科会　熊谷市２会場　行田市３会場
　　９：20〜９：50　受付
　　９：50〜10：00　開会あいさつ・日程説明等
　　10：00〜12：00　事例発表・質疑・研究協議
　　12：00〜13：00　昼食・休憩

　　13：00〜15：00　�指導・出席者参加型協議・
指導助言者の講話等

　　15：00〜15：10　閉会行事

第１分科会場　熊谷文化会館さくらめいと

第５分科会場月のホール
５　分科会
第１分科会「まなびまなびあう公民館」
� 熊谷文化創造館さくらめいと
　「つどい×まなび×むすぶ公民館の役割」
　事例発表者：熊谷市桜木公民館前館長
� 岡戸　博氏
　指導助言者：新潟経営大学教授� 中島　純氏
第２分科会「安心できる防災拠点の公民館」　
� 行田市商工センター
　「非常時に備えた日ごろの公民館活動
� 〜浦安市・千葉の災害時対応事例をとおして〜」
　事例発表者：浦安市日の出公民館長　高梨晶子氏
　　　　　　　千葉市稲浜公民館長� 立石憲吾氏
　指導助言者：福島県富岡町生活復興支援センター長
� 天野和彦氏
第３分科会「寄り合い支え合う公民館」
� 教育文化センターみらい
　「“共助”による地域社会の活性化」
　事例発表者：サザン地域支え合い協議会長
� 杉原行雄氏
　　　　　　　鶴ヶ島市大橋公民館長　関根　薫氏
　指導助言者：立川市大山自治会長　佐藤良子氏
第４分科会「高齢者が活きる公民館」
� 行田市商工センター
　「高齢者の社会参画の推進」

事務局長

田原　　理
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粟島浦村の運動会について
粟島浦村

　普通、運動会といえば学校の運動会を思い出し
ます。事実、粟島浦村でも９月に学校運動会が開
催され、活躍する子どもたちの姿を見に、両親や
祖父母が足を運びます。それだけではありません。
自分の子どもや孫が出場しないのにも関わらずに
応援に駆け付ける地域の人たちもいます。これぞ
まさに、学校が地域のきずなの象徴であることを
示すものであります。

　その運動会から約１か月後、今度は村民運動会が
10月に開催されます。これは大人が主役の運動会で
あって、準備は８月のお盆過ぎから始まります。役
場職員、漁協職員、学校職員などで構成される村民
有志が集結し、競技部、編成部、式典部の３つの部
ごとに分かれて、競技種目の選定などを自分たちの
手で行うのです。

　運動会当日は参加者が朝早くから集結し学校グラ
ウンドで準備を始めます。この運動会に参加する人
たちは、自分の出場する競技にはプレイヤーとして
参加し、それ以外の競技にはスタッフとして参加し

ます。時に急に都合が悪くなって競技に参加出来な
くなる人もいますが、そのような時は別の人が飛び
入りで参加するのです。この絶妙なチームワークと
いうのは村民の誇るべきものであります。
　昼休みをはさみ、午後３時頃まで開催される村民
運動会の後は、大人のお楽しみ「慰労会」の開催で
す。役場２階公民館集会室には100名近くの協力者
たちが集結し、乾杯と共にビール、焼酎などを堪能
し、大いに盛り上がります。そして参加者は粟島浦
村民であることの誇りを、仲間としてのきずなを確
かめ合うのです。
　このように大いに盛り上がる運動会が終わると、
いよいよ粟島は冬を迎えます。高速船が運航するの
は10月まで、11月からはフェリーのみの運航となり
ます。次第に天候は厳しくなり、低気圧が近づけば
すぐに欠航します。運動会とは、厳しい冬が来る前
に、忙しい夏を頑張った村民の、村民による、村民
のための贈り物なのです。（渡辺）
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ていますが、着々と準備を進めていく姿はとても
頼もしいです。地域の方々にとっても大きな存在
になっていくことでしょう。
　現在は１児のパパ。（９月には２児のパパ！）
家庭でも職場でも、いつもニコニコ笑顔で素敵な
オーラを出し続けてくださいね！

（上越市生涯学習推進課・公民館
� 事業係　箕輪　香織　記）

　アルビカラーのポロシャツをまとい業務に邁進
する青年。２年前新採用職員として公民館に配属
され今年３年目を迎える牛田主事は「うっしー」
の愛称で親しまれ、子ども関係、施設管理、各種
スポーツ大会関係事業の担当をしています。多岐
にわたる慣れない業務に当初は慌ててバタバタし
ていましたが、現在はすっかり落ち着き、見た目
同様各事業を支える大黒柱に
なりつつあります。

　上越市立公民館の武内朋廣さんを紹介します。
　武内さんは今年の４月から公民館の事業係長と
して活躍しています。
　どんなことも係内で情報を共有する姿勢を大
切にしているので、春からミーティングの機会
が増えました。いつも和やかな雰囲気で話し合
いが進められるのは、係長の持ち前の明るさと
笑顔が前面に出ているからだ
と思います。
　多くの公民館事業を担当し

上越市生涯学習推進課・公民館

事業係長　武内　朋廣さん

田上町公民館

主事　牛田　伸幸さん
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　何事にも全力で取組み昼夜土日もフル稼働の
日々を過ごしている彼ですが、集中しすぎて周り
が見えなくなるのが玉に瑕。適度に休みながらゆ
とりを持つことも大事ですよ。
　そんな彼が昨年から始めた細マッチョ化計画も
着

・

実
・

に
・

進行中で、この夏には見事なボディーを披
露してくれることでしょう。期待してますよ。
� （田上町公民館　主事　阿部　俊也　記）
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　この春、胎内市役所を退職しました！
　仕事という責任から解放され安堵しているとと
もにこれから何を楽しもうかと日々思いを馳せら
せる今日この頃です。平成７年、当時の社会教育課と体育課が統合
され生涯学習課となり、それまで良きライバルとして文科系と体育
会系の括りの中で、何をすればみんなが喜ぶのか職員同士お互い切
磋琢磨していたことが、つい最近のように思い出されます。私は公
民館長として２年間という短い期間でしたが生涯学習を推進すべく
職員に背中を押され公民館活動に取り組み、自主活動団体の支援や
市民を対象にした講座やイベントなどを通じ多くの参加者と交流す
る機会を得ることができました。微力でしたが生涯教育の一端を
担っていたのだなと回想しているところです。
　現在再雇用で勤務をしておりますが、趣味の柔道を通じスポーツ
少年団の子どもたちと週３回ほど時間を見つけ汗を流すことが楽し
みとなっています。

おお 気気 すす元元 でで かか
「おげんきですか」�五十嵐聖一（前胎内市公民館長）

※「お元気ですか」のコーナーは現役をリタイアした方がその後も元気に活動している様子を紹介するコーナーです。
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県立生涯学習推進センター主催事業
「Ｈ26コミュニティリーダー研修会」開催

講師：白戸　洋（松本大教授）
１　日時　平成 26 年９月９日㈫　10：00 〜 16：00
２　会場　県立生涯学習推進センター
３　対象　市町村生涯学習関係職員　地域づくりに関心のある方
４　費用、定員　無料　50 名
５　申込　９月１日㈪までに
　　　問い合わせ
　　　　県立生涯学習推進センター担当：長谷川
　　　　TEL 025-284-6110

（公財）新潟県市町村振興協会
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